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・ 地球環境保護の時代と東レの“エコチャレンジ”

・ 大きな変革期にさしかかる自動車産業
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中期経営課題“IT-2010”

NT21

-危機から
の脱出-

NT-Ⅱ

-新たな飛躍
への基盤作り-

IT-2010

-新たな飛躍への挑戦-

2002年
4月

2004年
4月

2006年
10月

2010年
近傍

「体質強化・
守りの経営」

「攻めの経営」
「革新と創造の経営」

先端材料で

世界のトップ企業

を目指す

２０１０年近傍
目標

AP-New TORAY 21 AP-Innovation TORAY 21

売上高
１８,０００億円

営業利益
１,５００億円

営業利益率
８．３％

ＲＯＡ
８％

ＲＯＥ
１1％

長期経営ビジョン

中期経営課題

2002年4月 2006年4月
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“IT-2010”の基本戦略（高収益企業への転換）

高収益企業
への転換

戦略的拡大事業
（収益牽引事業）
の拡大

事業構造改革
の推進

先端材料
の拡大

戦略的育成事業
（次期収益牽引事業）

の育成

基盤事業で安定収益を確保しながら戦略的拡大事業で
（情報通信材料・機器事業、炭素繊維複合材料事業）収益拡大

持続的に事業を拡大しながら高収益企業へ転換
① 年率５％の売上高拡大
② 年率１０％の営業利益拡大
資本効率を向上
① ２０１０年近傍にＲＯＡ：８％ ＲＯＥ：１1％

各事業区分において先端材料の売上高を拡大し
先端材料比率を向上
① 先端材料の売上高を２０１０年近傍までに２倍に拡大
② 売上高構成比率を２０１０年近傍までに３０％から５０％に増加

“５－１０拡大計画”

２０１０年以降、収益拡大を牽引すべき事業
（ライフサイエンス事業、水処理事業、環境配慮型製品事業）
を戦略的に育成

戦略的拡大事業と戦略的育成事業の拡大により
事業構造改革を推進
① 戦略的拡大・育成事業の売上高を２０１０年近傍までに
２倍に拡大

② 売上高構成比率を２０１０年近傍までに２５％から４０％に増加
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“IT-2010”の基本戦略（重点４領域への先端材料拡大）

成長する重点４領域に向けて組織横断的にソリューションを提供し、先端材料を中心に事業拡大を目指す

・ 薄型テレビ、携帯電話、パソコン等の急成長するデジタルネットワーク
機器市場での事業拡大

・ お客様との垂直統合的連携による革新的製品の開発・拡販
・ 樹脂・フィルム素材から部材までの一貫事業による競争力強化

・ 薄型テレビ、携帯電話、パソコン等の急成長するデジタルネットワーク
機器市場での事業拡大

・ お客様との垂直統合的連携による革新的製品の開発・拡販
・ 樹脂・フィルム素材から部材までの一貫事業による競争力強化

・ 開発中新薬の確実な上市と更なる新薬パイプラインの拡充
・ 高付加価値医療材料の開発・上市
・ バイオ・ナノテクノロジーの融合による、革新的バイオツールの創出

・ 開発中新薬の確実な上市と更なる新薬パイプラインの拡充
・ 高付加価値医療材料の開発・上市
・ バイオ・ナノテクノロジーの融合による、革新的バイオツールの創出

情報・通信・
ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ

・ PLAなどの非石油系原料を使用した繊維、樹脂、フィルムの用途開拓
・ 高性能分離膜を中核とした水処理事業のグローバルな拡大
・ 太陽電池、燃料電池、風力発電などの次世代エネルギー対応素材の開発

・ PLAなどの非石油系原料を使用した繊維、樹脂、フィルムの用途開拓
・ 高性能分離膜を中核とした水処理事業のグローバルな拡大
・ 太陽電池、燃料電池、風力発電などの次世代エネルギー対応素材の開発

・ ハイブリッドカー、カーエレクトロニクス市場の拡大に対応した製品開発
・ 炭素繊維複合材料、エンプラの機能拡大による使用部位の拡張
・ 炭素繊維複合材料の需要増に対応した積極的な投資拡大

・ ハイブリッドカー、カーエレクトロニクス市場の拡大に対応した製品開発
・ 炭素繊維複合材料、エンプラの機能拡大による使用部位の拡張
・ 炭素繊維複合材料の需要増に対応した積極的な投資拡大

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ

自動車・航空機

環境・水・
エネルギー
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東レのコア技術

有機合成化学

高分子科学

バイオテクノロジー

ナノテクノロジーナノテクノロジー

重点４領域の拡大

ＣＮＴ

ナノ粒子（ナノ分散）

ナノコンポジット

基幹素材の革新

ナノマテリアル

ナノ構造制御

新規特性発現
Ｎｅｗ Ｖａｌｕｅ

ナノプロセス（ナノ加工）

「ナノ効果」

物性が飛躍的に向上

情報・通信・エレクトロニクス情報・通信・エレクトロニクス

繊維繊維

樹脂樹脂

ナノコーティング
ナノ表面処理

※青字：ナノテク製品例

「未来を変える先端材料を創る」
それが東レのナノテク

「未来を変える先端材料を創る」
それが東レのナノテク

“ナノアロイ”は東レの登録商標

フィルムフィルム

ケミカルケミカル

自動車・航空機自動車・航空機

ライフサイエンスライフサイエンス

環境・水・エネルギー環境・水・エネルギー

ナノ分析

“ナノアロイ”

化学修飾

ナノインプリント

ナノ積層

ナノ形態観察

ナノ構造解析・組成分析

ナノファイバー ナノ積層フィルム

高靱性“ナノアロイ” （ゼオライト）

データテープ用フィルム、ＬＣＦ、ＰＤＰ

炭素繊維、衝撃吸収“ナノアロイ”

人工腎臓、ＤＮＡチップ

ＰＬＡ製品、水処理膜、燃料電池

先端材料で世界のトップ企業へ
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東レの技術開発の風土

内 容対 象

高ホウ素除去膜

ＤＮＡチップ

高密度実装基板

炭素繊維

多層積層フィルム

ポリマアロイ

ナノファイバー

ＲＯ膜の孔径制御水処理

微小柱状構造制御ヘルスケア

配線ピッチ加工精度電情材

強さと剛性複材

フィルム層の薄さフィルム

ポリマの分散径樹脂

繊維径の細さ繊維

極限追求テーマ分 野

アラミド繊維

「剛性」（弾性率） ＧＰａ

「強
さ
」
ＧＰａ

0

5

10

0 200 400 600 800

ガラス スチールワイヤー

ナイロン繊維

炭素繊維

Ｅ開センター
新規プロセス創出、量産プロセス構築を
通じて革新技術を具現化

極限を追求し“技術のイノベーション”への挑戦を続け、革新技術を生み出す風土

２０μｍ

ＩＣ実装部位

髪の毛 超極細繊維

20μm

5nm PET
共重合ＰＥＴ

空孔

ポリマーモデル
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多様な地球環境問題

大気汚染地球温暖化・異常気象

オゾン層の破壊 森林の減少

酸性雨

砂漠化

生物多様性の減少

海洋汚染

石油枯渇

多様な地球環境問題に対して人類は緊急の対応を求められている
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★環境対応の研究開発が重要

★多面的な融合を軸としたイノベーションの加速

食糧・水・エネルギーの確保

自然災害防御・復興策

食糧・水・エネルギーの確保

自然災害防御・復興策

地球温暖化

異常気象

ＧＨＧ増加
・化石燃料使用
・森林破壊 etc.

ＧＨＧ削減への対応・・・
（ＧＨＧ：Green House Gas～温室効果ガス）

省エネルギー・新エネルギー

非石化原料

水処理・空気浄化・環境低負荷

リサイクル

ケミストリーが地球を救うケミストリーが地球を救う

着眼点

グローバルに持続可能な循環型社会（「環境」と「経済」の両立）

Carbon-Balance＊の考え方によるＣＯ２削減Carbon-Balance＊の考え方によるＣＯ２削減

＊製品ライフサイクル全体のＣＯ２収支と内訳を定量化したもの

採掘/精製・製造・使用・廃棄時のＧＨＧ削減で貢献

資源採掘/精製 製造

使用廃棄

産業界における地球環境問題への取り組み
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水処理・
環境

電情材
樹脂・
ケミカル

炭素繊維
複合材料

繊維

リサイクル

水処理・空気浄化

環境低負荷

非石化原料

（ﾊﾞｲｵｹﾐｶﾙｽﾞ）

新エネルギー

省エネルギー

フィルム

環

境

３

ヵ

年

計

画

ＰＥＴ、Ｎ６、ＰＢＴ、ＡＢＳ、ＰＰＳ

風力発電

非食糧バイオマス由来ポリマー製品

リチウムイオン電池・燃料電池用材料

非ハロ難燃材料 ｴｱﾌｨﾙﾀｰ

膜利用ケミカル
プロセス

ＤＭＳＯ

塗装代替
成形フィルム

人工皮革
エコプロセス

セルロース繊維
（溶剤フリー）

太陽電池用材料

高効率製造プロセス、省エネ成形技術・膜利用省エネプロセス、自家発電近代化

水処理膜・
モジュール・
システム

樹脂ＢＭ

省エネハウス材料
（断熱・遮熱・熱交換材料）

メンブレン
バイオ
リアクター

蓄電部材

耐熱バグフィルター 水なし平版ＣＮＧ・Ｈ２タンク

ＣＦＲＰ

持続可能な循環型社会発展に向け、エコを総合的に捉え、省資源・地球環境保護に
先進的に取り組む東レグループの活動（プロジェクト）の総称

東レ・プロジェクト“エコチャレンジ”

自動車用樹脂
自動車・航空機用
複合材料 先進ＥＬ材料

膜処理法
水処理

自動車・航空機軽量化
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CFRP化 <前提>
機体：中型旅客機（ボーイング７６７）国内線仕様

運航：国内線 （羽田⇔千歳；500ﾏｲﾙ）
生涯運航距離：年間2,000便、10年
（出典：全日空）

CFRP利用機：CFRP50%適用（ボーイング７８７の構成）
20%軽量化（従来機対比)

<協力> 東京大学高橋教授・李家教授、

神戸山手大学 Feuerherd教授
全日空、ボーイング

削減効果: ▲27,000ﾄﾝ（7%）

CO2 [ﾄﾝ／(機・10年)]

364,000 t

390,000 t

（廃棄 = 0 t）素材製造：900 t ・ 組立：3,000 t

素材製造：700 t ・ 組立：3,800 t
合計：395,000 t

合計：368,000 t

素材製造 組立 運航 廃棄

20ﾄﾝ

（製造時含む）

▲1,400ﾄﾝ

▲2,700 ﾄﾝ CO2削減／(機・年) ▲140 ﾄﾝ CO2削減／(CF1ﾄﾝ・年)

従来
航空機

CFRP
航空機

航空機１機当たり 炭素繊維１ﾄﾝ当たり

エコチャレンジ

【省エネルギー】炭素繊維利用によるＣＯ２削減効果：航空機
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CFRP化

<前提>
車両重量：1,380kg＊１ （ガソリン車、４ドア、ＦＦ）
実走行燃費：9.8km/l＊１

生涯走行距離：9.4万km＊２（平均使用年数10年）
（出典：＊１自工会、＊２国土交通省）

CFRP利用車：CFRP17%適用、30%軽量化（従来車対比）

<協力> 東京大学高橋教授

神戸山手大学 Feuerherd教授
トヨタ自動車

エコチャレンジ

【省エネルギー】炭素繊維利用によるＣＯ２削減効果：自動車

20ﾄﾝ

炭素繊維製造時の
CO2排出量

ライフサイクル
CO2削減効果

（製造時含む）

自動車１台当たり 炭素繊維１ﾄﾝ当たり

▲50ﾄﾝ

▲ 5 ﾄﾝ CO2削減／(CF1ﾄﾝ・年)▲0.5 ﾄﾝ CO2削減／(台・年)

削減効果: ５ﾄﾝ（16%）

3.9 t 26.0 t

1.2 t

0.3 t

5.1 t 20.2 t

0.8 t 0.3 t

合計：31.5 t

合計：26.5 t

素材製造 組立 走行 廃棄

従来
自動車

CFRP
自動車

CO2 [ﾄﾝ／(台・10年)]
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車両重量（Kｇ） 車格など 保有台数（日本国内） CO2削減量（トン/（台・年））

1750～ 高級セダン、ワンボックス 約400万台 0.86

1500～1750 中級セダン 約800万台 0.69

1000～1500 大衆車 約2400万台 0.42

～1000 小型車 約600万台 0.35

エコチャレンジ

【省エネルギー】自動車分野での炭素繊維拡大による効果

車両重量ごとのCO２削減量

CO２削減効果が大きい車両重量1500kg以上の車にCFRPを１７％適用（軽量化効果＝３０％）

CO2を900万トン／年（日本の運輸分野由来のCO2排出量の約3.5%に相当）削減可能
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エコチャレンジ

【新エネルギー】新エネルギー関連技術への取り組み

規模小 大

溶融塩型

太陽電池

風力

パーソナル

パブリック

リチウム
イオン
電池

モバイル
（PC・携帯）

施設

住宅

自動車

ﾀﾞｲﾚｸﾄ
ﾒﾀﾉｰﾙ形
（DMFC）

定置型

用
途 電気二重層

キャパシタ

燃料電池

高分子
電解質形
（PEFC）

火力
水力
原子力

■CFRP遠心分離ウラン濃縮炉
■PPS繊維バグフィルター

■炭化水素系電解質膜
■Ｃ／Ｃペーパー電極基材

■バックシート用フィルム

ニッケル
水素
電池等

■高性能セパレーター

■CFRPブレード

蓄電

発電
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エコチャレンジ

【非石化原料】非食糧系バイオマス素材の展開

原料

ナイロン

ポリエステル

アクリル

ポリウレタン等

繊維
樹脂
フィルム
など

精製・合成

重合

３ＧＴ＊３ＧＴ＊

重合

化石原料

1,3-propanediol
(+TPA)

乳酸

重合

植物油

水、二酸化炭素光合成

バイオテクノロジー

ポリ乳酸製品群

軟質耐熱フィルム軟質耐熱フィルム

バイオとナノテクの融合で非食糧系バイオマス素材の開発・事業化を推進バイオとナノテクの融合で非食糧系バイオマス素材の開発・事業化を推進

ナノテクノロジー

セルロース
溶融紡糸

セルロース繊維セルロース繊維

ナノアロイ

＊３ＧＴ：ﾎﾟﾘﾄﾘﾒﾁﾚﾝﾃﾚﾌﾀﾚｰﾄ

東レの
事業領域

＋

ポリ乳酸（ＰＬＡ）ポリ乳酸（ＰＬＡ）

植物由来原料

非食糧

例：間伐材
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自動車産業は大きな変革期へ

内燃機関

HEV

プラグイン
ハイブリッド車

次世代
２次電池

充電
インフラ
整備

電気自動車

燃料電池車
水素貯蔵
技術

モーター
効率向上

ＬｉBの

技術確立

システム
制御
高度化

革新
２次電池

水素
インフラ
整備

革新水素
製造技術

炭素繊維複合材料
(熱硬化） → （熱可塑）

2010年 2030年

ハイテン

アルミニウム

マグネシウム

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン
の
変
化

車
体
軽
量
化

2010年以降： ガソリン内燃機関から電気系への変化が推進され、それにともない軽量化がさらに重要課題へ
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： 自動車

： 航空機

名古屋事業場の地理的優位性

東レ名古屋事業場

50km 100km

100km圏内に多数の自動車・航空機メーカーを有する東レの主力工場のひとつ
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名古屋事業場Ａ＆Ａセンター構想

その他専門研究・技術開発部署 （樹脂、ケミカル、フィルム、電子情報材料、関連会社など）

連携

名古屋地区に東レの総合力を集結し、自動車・航空機産業と密接に連携をとって
技術開発を推進する新たな開発拠点を設置

A&Aセンター（自動車・航空機開発拠点）

【自動車・電気電子用途】
・エンプラ材料開発
・エンプラ成形加工技術開発

樹脂応用開発センター
（H1年開所）

アドバンストコンポジットセンター
(H21年開所予定）

オートモーティブセンター
(H20年開所）

３つのセンターが有機的に連携、相互補完して、
ソリューション提案のための技術開発を実現

【自動車・航空機用途】
・コンポジット材料開発
・コンポジット成形加工技術開発

【自動車用途】
・ソリューション提案・プロマネ
（社内外連携と東レG先端材料技術融合）
・自動車要素技術開発
（評価解析）
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オートモーティブセンター設置の狙い

お

客

様

ターゲットの共有化

共同設計・素材検討

共同評価

初期設計・構想段階からの共同開発

オ
ー
ト
モ
ー
テ
ィ
ブ
セ
ン
タ
ー

先端材料技術

製品設計支援先端加工技術

東
レ
グ
ル
ー
プ

革
新
自
動
車
・未
来
カ
ー
の
実
現

技術融合
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既存の
コンポジット開発拠点

既存の
コンポジット開発拠点

今後の
コンポジット開発拠点

今後の
コンポジット開発拠点

滋賀事業場

コンポジット技術部

滋賀事業場

コンポジット技術部

愛媛工場

コンポジット技術部
コンポジット開発センター

愛媛工場

コンポジット技術部
コンポジット開発センター

名古屋事業場
ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄｾﾝﾀｰ

（ＡＣＣ）
(1)自動車
①熱硬化高速RTM成形技術
②ﾌｨﾗﾒﾝﾄﾜｲﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ成形技術

(2)航空機
①ﾌﾟﾘﾌﾟﾚｸﾞ成形技術
②A-VaRTM成形技術

名古屋事業場
ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄｾﾝﾀｰｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄｾﾝﾀｰ

（ＡＣＣ）（ＡＣＣ）
(1)自動車
①熱硬化高速RTM成形技術
②ﾌｨﾗﾒﾝﾄﾜｲﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ成形技術

(2)航空機
①ﾌﾟﾘﾌﾟﾚｸﾞ成形技術
②A-VaRTM成形技術

滋賀・愛媛に分散した
ｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄ開発機能を集約・拡充

■開発戦力の総力結集

■試作・評価設備拡充による開発機能強化

■東レグループの樹脂・ケミカル技術との融合

■中京地区の重要顧客との連携強化

コンポジット開発機能移転の概要

コンポジット開発機能の集約・拡充によるシナジー効果と開発スピードアップ

本社：開発戦略、技術ｻﾎﾟｰﾄ本社：開発戦略、技術ｻﾎﾟｰﾄ

【ＡＣＣ完成予想図】
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コンポジット開発機能移転の概要

自動車・航空機分野にて、お客様との共同開発やナショプロで創出した新規技術に対し、
アドバンストコンポジットセンターの先端設計・加工技術を付加し生産適用

アドバンストコンポジットセンター先端技術アドバンストコンポジットセンター先端技術

材料・評価技術 設計・解析技術 成形技術 加工技術

技術確立・生産適用
三菱航空機株式会社様ご提供

ＭＲＪ想像図

共同開発・ナショプロ研究
（高速ＲＴＭ成形、Ａ－ＶａＲＴＭ基材・成形など）

共同開発・ナショプロ研究
（高速ＲＴＭ成形、Ａ－ＶａＲＴＭ基材・成形など）

自動車自動車 航空機航空機
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名古屋事業場の構造改革

ｶﾌﾟﾛﾗｸﾀﾑ
および関連製品

ﾅｲﾛﾝ
短繊維

高機能ｹﾐｶﾙ

ｴﾝﾌﾟﾗ
ｺﾝﾊﾟｳﾝﾄﾞ

愛媛から移転
事業拡大

生産

R&D
樹脂応用開発センター

化成品研究所

愛媛へ集約
高付加価値化

東海へ集約
高付加価値化

ｴﾝﾌﾟﾗ
ｺﾝﾊﾟｳﾝﾄﾞ

ﾅｲﾛﾝ
短繊維

高機能ｹﾐｶﾙ

ケミカル・樹脂の生産・開発拠点

２００３ ２００７ ２０１５年

A&AA&Aセンターセンター
樹脂応用開発センター
オートモーティブセンター(2008年～）
アドバンストコンポジットセンター(2009年～）

自動車・航空機用高機能製品の生産・開発拠点

黎明期黎明期

○日本初のナイロン
原料工場として
カプロラクタムの
生産開始（1951年）

○ナイロン樹脂の
生産開始（1956年）

○ファインケミカルの
生産開始（1980年） 融合技術開発の推進

高機能製品へのシフト

高機能ｹﾐｶﾙ

コンポジット開発センター
コンポジット技術部

滋賀・愛媛
から移転

ｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄ

ｴﾝﾌﾟﾗ
ｺﾝﾊﾟｳﾝﾄﾞ
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1,030億円

1,240億円

1,390億円
1,500億円

2,000億円

3,500億円

自動車向け事業の拡大目標

計画実績

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

2005年 2006年 2007年 2008年 2010年 2015年

売
上
高
(億
円
）

新規

電情材・その他

複合材料

樹脂

繊維



オートモーティブセンターの詳細オートモーティブセンターの詳細

東レ株式会社
参事参事

オートモーティブセンター所長オートモーティブセンター所長
須賀須賀 康雄康雄
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Ａ＆Ａセンター 各組織の役割

平成２０年１０月

（部品～モジュール対象）

・大型成形・加工機

・部品のダイナミック評価機器

オートモーティブセンター

平成２１年４月（予定）平成１年１０月開所

（材料～部品対象）

・ＣＦ基材加工機

・大型プレス、ＲＴＭ成形機

（材料対象）

・各種成形機

・材料評価機器

主要

設備

アドバンストコンポジットセンター樹脂応用開発センター名称

Ａ＆Ａセンター 自動車・航空機開発拠点

アドバンストコンポジットセンターアドバンストコンポジットセンター
（自動車・航空機用途）

・コンポジット材料・成形品開発
・コンポジット成形加工技術開発

樹脂応用開発センター樹脂応用開発センター
（自動車・電気電子用途）
・エンプ材料開発
・エンプラ成形加工技術開発

３つのセンターが有機的に連携、相互補完しながら技術開発を実行
（要員予定数：３センタートータル２５０名）

各分野の研究所・開発センター・技術部、関係会社

連携

オートモーティブセンターオートモーティブセンター
（自動車用途）

・ソリューション提案・プロマネ・ソリューション提案・プロマネ
（社内外連携と東レＧ先端材料技術融合）

・要素技術開発（評価・解析）

名古屋事業場
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お

客

様

スペック探索

材料・部品検討

部品・モジュール評価

初期設計・構想段階からの共同開発

東レグループ保有材料、技術、サービス

アドバンストコンポジットセンター

関係会社（ＴＲＣ、東レテクノ、ＴＤＣ･･･）

■お客様の初期設計・構想段階から参画、ターゲットを共有化した共同開発を実行
■東レグループが保有する材料と技術、サービスを融合したソリューションを提案

オートモーティブセンターの運営コンセプトと機能

大学・研究機関

各研究所（繊維、樹脂、フィルム、複材･･･）

各開発センター

各技術部

パートナー企業（成形機メーカー、モルダー･･）

樹脂応用開発センター

オ
ー
ト
モ
ー
テ
ィ
ブ
セ
ン
タ
ー

共同開発機能共同開発機能
・共同開発プロジェクトの推進

技術開発機能技術開発機能
・自動車向け高分子材料の評価、
解析、成形、加工技術の開発

情報発信機能情報発信機能
・自動車最新技術情報の収集、
発信、技術セミナーなどの開催

■オートモーティブセンターの３大機能
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オートモーティブセンターの特徴

東
レ
グ
ル
ー
プ

・各研究所

・各開発センター
・各技術部
・関係会社

カーメーカー
部品メーカー

材料開発

部品開発

モジュール・車両開発

自
動
車
の
開
発
ス
テ
ー
ジ

■従来の開発イメージ＝材料メーカーは素材・材料開発に特化（スペックインビジネス）

ス
ペ
ッ
ク
提
示
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オートモーティブセンターの特徴

東
レ
グ
ル
ー
プ

・各研究所

・各開発センター
・各技術部
・関係会社

連
携

融
合

・オートモーティブセンターオートモーティブセンター

共
同

開
発

カーメーカー
部品メーカー

材料開発

部品開発

モジュール・車両開発

自
動
車
の
開
発
ス
テ
ー
ジ

■オートモーティブセンターでの開発：
・東レグループ全体の多様な技術リソースを連携、融合
・部品レベルの評価・解析技術によりお客様との部品・ユニットまでの共同開発を実行
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オートモーティブセンターの重点課題（４大テーマ）と
東レの強み

テーマ２．次世代パワートレイン部材
対象部品：モーター・２次電池等
東レ強み：高耐熱フィルム、ケミカル粒子等

テーマ４．カーエレクトロニクス
対象部品：ディスプレイ、センサー部品等
東レ強み：ＰＤＰ、ポリイミド樹脂等

テーマ３．非石油系素材
対象部品：内装繊維材、内外装部品等
東レ強み：植物由来樹脂・繊維・フィルム等

テーマ１．軽量化対応
対象部品：外板、準構造材、主要構造材（シャシ）等
東レ強み：熱可塑ＣＦＲＰ、フィルム加飾、ＣＦＲＰ部品開発、ＣＡＥ技術等
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フード（－１２ｋｇ）

リアスポイラー（－４ｋｇ）

プロペラシャフト（－５ｋｇ）

ディフューザー（－１０ｋｇ）

プラットフォーム（－１５０ｋｇ）

軽量化
燃費向上→温暖化対策

軽量化
燃費向上→温暖化対策

衝突安全性向上
（衝撃エネルギー吸収）

衝突安全性向上
（衝撃エネルギー吸収）

運転性能向上
振動減衰性向上・固有振動数UP 

運転性能向上
振動減衰性向上・固有振動数UP 

組立工数・経費削減

一体化によるモジュール化効果

組立工数・経費削減

一体化によるモジュール化効果

適用効果適用効果

主なＣＦＲＰ適用例と軽量効果

トランクリッド（－５ｋｇ）
ルーフ（－１０ｋｇ）

インパクトビーム（－３ｋｇ）

赤字：当社実績

その他（－２００ｋｇ）
ドアパネル
フロントエンドモジュール
シートバック
フェンダー 等

CFRP＝Carbon Fiber Reinforced Plastic

軽量化対応 ：車両への炭素繊維強化樹脂材料
（ＣＦＲＰ）の適用

最大約４００ｋｇの軽量化が可能

（車体重量１,３８０ｋｇの場合、約３０％に相当）
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CFRP化

黒字：熱硬化ＣＦＲＰ（ＲＴＭ成形）
外板、構造部材（重量スチール比３０％）

赤字：熱可塑ＣＦＲＰ（射出成形、プレス成形）
内装・準構造材、電装部品（重量スチール比５０％）

軽量化対応 ：熱硬化ＣＦＲＰと熱可塑ＣＦＲＰの
適用部品検討

従来普通乗用車の
平均重量：１，３８０ｋｇ

ＣＦＲＰ化車両
重量：９７０ｋｇ（▲３０％）

■高機能部品（複雑形状）、共有部品（量産性）のための熱可塑ＣＦＲＰを開発
（射出成形材料、プレス成形材料など）

シートバック

ヘッドレストサポート
ドアフレーム・ピラー

ＦＲエンジンカバー

ミッションセンタートンネル

アンダーカバー

アンダーサポートロッド

ラジコアサポート

フェンダーサポート

エンジン部品

クラッシュボックス

ＦＲフロアトンネル

ＦＲフロアパネル

ＲＲラゲッジ
ドアインナー

インパクトビーム

フード ルーフ
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軽量化対応 ： 熱可塑ＣＦＲＰ適用のための技術課題と
導入設備

１．材料信頼性（ダイナミック特性）の向上 ：
①耐衝撃特性 －飛び石、車両衝突、歩行者保護など

■技術課題にあわせた材料・部品の評価・分析設備を導入

②耐久性、耐候性－湿熱劣化、長期屋外暴露、冷熱衝撃など

歩行者保護試験装置シャルピー衝撃試験機 落錘衝撃試験機

大型冷熱衝撃試験機大型恒温恒湿室 キセノンウェザーメーター
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計装化シャルピー
衝撃試験機

計装化落錘
衝撃試験機

歩行者保護試験装置

大形部品

0
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加
速
度
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計算加速度
実験加速度

８０×８０ｍｍ１０×６０ｍｍ ２０００×２０００ｍｍ

破壊評価 非破壊評価

加
速
度

(a
)

時間 (t)

伝達関数 : a = f(t)

実験にて、解析の整合性確認

①耐衝撃特性

き裂先端

面外変形

ハンマー

シャルピー試験（高速度カメラ撮影）

サンプル

軽量化対応 ： 耐衝撃特性の向上

■試験片から部品まで各種計装化衝撃試験設備を保有（樹脂材料の耐衝撃性・破壊挙動をＤＢ化）
■ＣＡＥ解析技術との組合せにより、自動車部品としての衝撃強度、破壊挙動を予測、設計期間・工数を短縮

CAECAE
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■自動車部品向け新規高分子素材の材料信頼性を部品形状で確認

②耐候性・長期耐久性

試験片評価設備
（基礎評価）

キセノンウェザーメーター

パーフェクトオーブン

部品大評価設備
（実物評価）

冷熱衝撃試験室

大型恒温恒湿試験室

軽量化対応 ： 耐久性の向上

・長期耐候性
（紫外線劣化）
・長期耐光性

・冷熱衝撃特性

・高・低温老化性

・長期湿熱特性
・吸湿特性

・長期耐熱性
・絶乾特性
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２．表面品位の向上 ：

■技術課題にあわせた材料・部品の評価・分析設備を導入

①塗装性能 －被塗装性、塗膜強度、表面品位の向上

②フィルム加飾技術－新規樹脂／フィルム材料の開発

真空圧空成形機フィルムラミネーター 1000ton射出成形機

ロボット塗装機 表面粗さ計デジタル変角測色計

軽量化対応 ： 表面品位の向上（塗装とフィルム加飾）
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①塗装性能（被塗装性、塗膜強度、品位）

・主仕様：
最大塗装面積：1700×1700ｍｍ
最大乾燥温度：１４０℃

塗装ブース（概略）

乾燥炉

塗装ロボット

塗装ロボット

表面粗さ計（樹脂技部）デジタル変角光沢計（樹脂技部）

デジタル変角測色計（ＡＭＣ）

入り口

出口

大型恒温恒湿室冷熱衝撃試験機

■各種塗料、塗装工程に最適な材料の開発と、塗装条件を最適化

塗装ロボット

軽量化対応 ： 表面品位の向上（塗装）

塗装品質評価

塗装耐久性評価
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②フィルム加飾技術（高品位・高意匠表面、塗装レス化）

■高分子材料に適した新しい表面外観とデザイン・意匠面を提供

断裁機

半自動シルク印刷機

フイルムラミネーター

最大加工幅
：６００ｍｍ

最大印刷面積
６００×６００ｍｍ

最大加工幅
：６００ｍｍ

真空成形機

賦形

1000ton射出成形機

ｲﾝｻｰﾄ成形

・フィルム接着強度
・表面粗さ、光沢度
・耐熱性、耐久性（長期・短期）

トリミング

印刷

ラミネート 評価

軽量化対応 ： 表面品位の向上（フィルム加飾）

フィルム加工 フィルムインサート成形
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東
レ
グ
ル
ー
プ

東
レ
グ
ル
ー
プ

オートモーティブセンターと東レグループの評価・分析体制

アドバンストコンポジットセンターアドバンストコンポジットセンター
（自動車・航空機用途）

・ＣＦＲＰコンポジット評価分析
・航空機検査技術

樹脂応用開発センター樹脂応用開発センター
（自動車・電気電子用途）

・樹脂材料各種評価分析

Ａ＆Ａセンター

■お客様のニーズにあわせ東レグループ全体の技術リソースを使った総合的なサポートを実現

お 客 様

依頼

オートモーティブセンターオートモーティブセンター
（自動車用途）

・自動車部品評価分析

評
価

分
析

各研究所・技術部
・分野特有評価分析

東レテクノ
・環境評価分析 東レエンジニアリング

・ＣＡＥ解析・評価他

東レリサーチセンター
・高度評価分析
（電池用途）
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■航空機材料開発で培った検査技術を応用
■材料のミクロ構造観察・分析よる部品強度・寿命予測

X線３次元CT解析装置超音波探傷装置

・航空機開発技術の自動車分野への展開

材料内部構造や繊維配向角・分布の観察、測定材料内部欠陥有無の観察と損傷程度の測定

Ex. ＣＦＲＰの内部欠陥と強度の関係
◆その他東レグループの検査・分析機器、機能◆
・引張疲労試験機（オートモーティブセンター）
・クリープ試験機（オートモーティブセンター）
・高速面衝撃試験機（樹脂応用開発Ｃ）
・ＤＳＣ、ＤＭＡ（樹脂応用開発Ｃ）
・３次元測定機（アドバンストコンポジットセンター）
・東レリサーチセンター など

航空機検査技術の応用

複合材料特有の破壊形態 不可視損傷の影響大
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正極材・負極材の形態観察・組成分析・構造解析

電極皮膜（SEI膜）の膜厚・組成分析

電解液の組成分析・添加剤／微量不純物分析 など

電解質膜の構造解析・物性評価

触媒粒子の構造解析・組成分析

電解液の組成分析・微量不純物分析 など

Liイオン電池 燃料電池

充放電を繰り返した正極LiCoO2のTEM観察

高容量化，サイクル特性の改善，安全性の向上
劣化メカニズムの解明 、 Pt使用量の削減
（耐久性の向上） （低コスト化）

長期使用による劣化で正極材粒子にクラックが発生

正極粒子の表面ではCoが金属に近い状態に変化 nmサイズの触媒粒子の粒径や担持状態を立体的に観察

電池・電極評価分析関連技術（東レリサーチセンター）

■各種形態観察、組成分析、構造解析による電池・電極性能の予測と向上

3D TEMによる触媒微小粒子の担持状態の観察
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■1970年代からＣＡＥ技術の研究・開発をスタートし、高分子材料向けに幅広いＣＡＥ技術を保有
■他社に先駆けて1980年からＣＡＥ解析を駆使した顧客向けの設計支援を開始（累計4000件以上）
■各種試験評価技術・データーベースと組み合わせ、最終部品の性能・品位の予測が可能

素材・材料

評価分野

成形分野

樹脂 コンポジット フィルム
項目

“3D TIMON”

射出成形解析（流動・そり） ＲＴＭ成形解析（樹脂流動） 真空成形解析（フィルム賦形性）

衝撃解析 振動解析 流体解析音響解析構造解析

自動車用途向けＣＡＥ技術

1980 1990 2000
構造解析 非線形積層・異方性 接着クリープ接触

音響解析 透過音 放射音

衝撃解析 歩行者保護

振動解析 固有値 周波数応答 アセンブリ

流体解析 粘性 粘弾性多層流体・構造連成

複材事業 顧客製品の設計支援
年間50件、累計500件以上 (1990～)

樹脂事業 顧客製品の設計支援
年間250件、累計3600件以上 (1980～)

ソフト事業 射出成形ＣＡＥ “3D TIMON”
（ＴＥＫ） 累計販売実績 250社、450セット (1980～)

“VAR－TIMON”
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■顧客の製品開発に早期参画し、各部署が連携し、ＣＡＥ技術を駆使して設計を支援
→ 設計工数・開発期間・実験評価費用を低減

■自動車メーカー各社、部品メーカー各社との共同開発、設計支援の実績多数

お

客

様

複合材料成形解析、設計・評価解析

アドバンストコンポジットセンター

樹脂応用開発センター
樹脂材料成形解析、設計・評価解析

東レエンジニアリング（株）

射出成形ＣＡＥソフト”３Ｄ ＴＩＭＯＮ”開発、販売

エンジニアリング
開発センター

・ＣＡＥ要素技術開発
・ユーザー設計支援

オートモーティブ
センター

ＣＡＥ開発・サポート体制

主なＣＡＥ適用実績

フード

ルーフ リアスポイラー

トランクリッド

フロントエンドモジュール

シリンダヘッドカバー

インマニ

コネクタＥＣＵケース

ピラー補強体

インパネ
エンジンカバー

パワーモジュール

フェンダー
ガソリンタンク

シフトレバーベース

水素タンク

自動車用途向けＣＡＥ技術
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東レグループの先端材料・技術

■東レＧの先端材料・技術（成形・加工・評価・分析・解析など）をタイムリーに紹介
■お客様、大学、企業からの最新情報収集、ＤＢ化

新素材

加工

分析

成形

お客様

大学・国公立研究所

パートナー企業

解析

ナノ制御新素材

物性評価・分析技術

新素材の新成形方法

新材料の解析手法の提案

ナノ加工技術による新材料

400nm400nm

３次元モデル図透過電顕写真

ナノアロイ

情報発信
技術セミナー
新技術展示

ライブラリー展示

情報収集
学会協会情報
市場情報調査
革新技術

オートモーティブセンター情報収集・発信機能
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評価機器

データベース
ライブラリー

■各評価、成形機器の測定結果をオンライン収集／ＤＢ化（イントラネット）
■複数の個別データーを選択・組合せ・統合したライブラリーを構築
→お客様や社内関連部署のニーズに合わせた材料データーの即時検索、提供

測定・解析データ

成形装置

図面、文書、ＣＡＥ

イントラネット
システム

共有サーバー

各種
生データ

図面、ＣＡＥデータ

成形条件データ

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
ゲ
ー
ト

社内関連部署
関係会社

Ｗｅｂサーバー
お客様
共同開発先

イントラネット

オートモーティブセンター情報収集・発信機能
～ＤＢライブラリー・ＩＴ化～
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◆本館１Ｆ（展示ロビー）

玄関

素材展示エリア ＴＶ会議室（３０名収容）テーマ展示エリア

新技術展示エリア

◆本館２Ｆ（会議室・セミナールーム）

セミナールーム（８０名収容）

その他
１５名小会議室×２
３０名中会議室×１
１０名応接会議室×１

オートモーティブセンター 施設概要
＜展示ギャラリー、会議室＞

ＣＡＥ室



名古屋事業場名古屋事業場

アドバンストコンポジットセンターの概要アドバンストコンポジットセンターの概要
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ｳｫｰﾀｰｼﾞｪｯﾄ、接着ﾛﾎﾞｯﾄ
大型疲労試験機

・
・
・

RTM、A-VaRTM
ﾎｯﾄﾌﾟﾚｽ、ﾌﾟﾙﾄﾙｰｼﾞｮﾝ

・
・
・

アドバンストコンポジットセンターの開発機能

設計・解析

・早期設計参入
・振動・制振解析等
高付加価値化

材料開発・評価

・新規熱可塑CFRP
・中間基材の深化

加工・検査

・低コスト自動化技術
・成形・後加工一貫試作
・産業ｸﾗｽﾀｰ構築

成形技術

・基礎成形の極限追求
・革新成形技術創出

IT-2010
基本戦略

オ
ー
ト
モ
ー
テ
ィ
ブ
セ
ン
タ
ー

東レグループ近隣加工メーカー

共同開発

アドバンストコンポジットセンター 重点拡大分野
①新規用途開拓
②高付加価値製品創出

技術連携産業ｸﾗｽﾀｰ

自動車

航空機

情報機器

一般産業機械
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アドバンストコンポジットセンターの主要開発機能

ウォータージェット加工機

３次元測定装置

４．加工・検査技術

ＲＴＭ、オートクレーブ

射出成形機

３．成形技術

ＣＡＤ

ＣＡＥ

２．設計技術

万能試験機、大型疲労試験機

ＤＭＡ、三次元測定器

１．材料開発・評価

主な設備拡充技術

自動車用途 ：材料・設計・成形・加工の一貫技術開発・試作体制を構築

①設計・成形・加工技術創出 ：新規用途開発・コンポジット部材事業拡大

②新規材料創出・成形技術深化 ：材料事業拡大・技術サポート機能充実

■試作・評価設備の拡充により新規技術創出と量産技術確立を加速し、
高付加価値製品創出
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コンポジット事業戦略

・電子機器筐体（ノートＰＣ）

・産業用ロボット

・医療機器（Ｘ線機器）
・電子機器筐体（ノートＰＣ等）
・機械部品
（液晶搬送ロボット用ハンド等）

一般産業機械

・鉄道用高欄・鉄道用高欄

・耐震補強

（橋脚、床板、建築物（梁、柱））

・軽量建材（立体トラス、屋根材）

土木建築

・自動車プロペラシャフト・外板

・自動車構造部材

・航空機構造部材

・自動車プロペラシャフト
・自動車外板（スポーツカー）

輸送機器

・燃料電池（電極ガス拡散層）

・高圧圧力容器

・燃料電池（電極ガス拡散層）
・風力発電（小型風車ブレード）

エネルギー関連

今後の拡大および新規計画主な現状用途分 野

燃料電池スタック



自動車材料の事業拡大戦略自動車材料の事業拡大戦略

東レ株式会社

常任理事 自動車材料戦略推進室長

胡谷 一路
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目次

• 東レグループと自動車産業との関わり

• 自動車産業を取り巻く環境と課題

• 自動車事業拡大戦略について
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• 東レグループと自動車産業との関わり

• 自動車産業を取り巻く環境と課題

• 自動車事業拡大戦略について
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エアバッグ用繊維、シートベルト基材、タイヤコード、
シート用ファブリック・人工皮革、キャビンフィルター等

【繊維】

～東レグループと自動車産業の関わり～

東レグループの主な自動車素材・技術

ボンネット、ルーフ、プロペラシャフト、
スポイラー、インパクトビーム等

【炭素繊維複合材料】

液晶用カラーフィルター、光ファイバー、
ＦＰＣ用ポリイミドフィルム等

【電子情報材料】

自動車部品用樹脂（ABS, ﾅｲﾛﾝ, PBT, PPS, LCP）
内外装用オレフィン発泡シート

【樹脂】

フィルムコンデンサー、モーター絶縁体、
加飾用フィルム、工程紙等

【フィルム】

東レリサーチセンター（分析評価技術）、
東レエンジニアリング（加工設備、ＣＡＥ解析）等

【製品設計支援・加工技術・設備】
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～東レグループと自動車産業の関わり～

東レグループ素材の自動車用途採用例（１）

アンダーフード

ｴﾝｼﾞﾝｶﾊﾞｰ
インマニ インジェクター

ＣＨＣ ｵｲﾙﾘｻﾞｰﾌﾞﾀﾝｸ

冷却・燃料系

ﾗﾁﾞｴｰﾀｰﾀﾝｸ ｸｰﾘﾝｸﾞﾌｧﾝ 燃料ﾀﾝｸﾊﾞﾘｱ層

ｳｫｰﾀｰｲﾝﾚｯﾄ ＯＲＶＲﾊﾞﾙﾌﾞ ｶﾞｿﾘﾝｻﾌﾞﾀﾝｸ

機構・機能部品

ｼｰﾄﾍﾞﾙﾄ、ｽﾙｰｱﾝｶｰ ｴｱﾊﾞｯｸﾞ

ｱｸｾﾙﾍﾟﾀﾞﾙﾗﾝﾌﾟﾘﾌﾚｸﾀｰ
ｼﾌﾄﾚﾊﾞｰﾍﾞｰｽ

ﾄﾞｱﾛｯｸ

内外装部品

ｼｰﾄ 天井表皮 ﾗﾁﾞｴｰﾀｰｸﾞﾘﾙ

ｲﾝﾊﾟﾈ ﾎｲｰﾙｷｬｯﾌﾟ スポイラー

電装品

ＡＢＳ－ＥＣＵ
ｲｸﾞﾆｯｼｮﾝ ﾗﾝﾌﾟｿｹｯﾄ

電子ｽﾛｯﾄﾙｾﾝｻｰﾊ
ｳｼﾞﾝｸﾞ

ｵﾙﾀﾈｰﾀｰ部品 ﾆｭｰﾄﾗﾙｽﾀｰﾀｰ

コネクター ﾊﾟﾜｰｳｨﾝﾄﾞｳｽ
ｲｯﾁ

回転ｾﾝｻｰ

ﾚﾊﾞｰｺﾝﾋﾞﾈｰｼｮﾝｽ
ｲｯﾁ

ﾘﾚｰﾎﾞｯｸｽ ﾊﾟﾜｰｼｰﾄﾓｰﾀｰ

ﾀｲﾔｺｰﾄﾞ

オイルフィルター
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～東レグループと自動車産業の関わり～

東レグループの自動車用途向け売上高

0
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1,300

1,400

1,500

2005年度 2006年度 2007年度

その他（フィルム・電子
情報材料・ケミカル）  
炭素繊維複合材料  

樹脂  

繊維  

（億円）

1,030億円

1,240億円

1,390億円
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• 東レグループと自動車産業との関わり

• 自動車産業を取り巻く環境と課題

• 自動車事業拡大戦略について
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途上国での人口増加
低コスト労働力

BRICsの経済発展
大量消費

大量生産
生活水準向上

石油高騰

環境問題
地球温暖化

CO2削減

エネルギー問題
資源枯渇

代替エネルギー

高度情報化
IT技術の向上

Big3の低迷
品質改善

スモールカーの台頭

高齢化問題
労働力の減少

少子化
安全性の追求

高度情報化
IT技術の向上

新たな付加価値の創造

情報・エレクトロニクス
高度道路情報システム

センサー・ECU

安全・快適

日 欧 北 米

新興国

～自動車産業を取り巻く環境と課題～

自動車産業の市場変化

バイオ燃料
電気エネルギー
水素エネルギー
etc

ハイブリッド車
電気自動車
燃料電池車
etc

半導体
高精細ディスプレイ
大容量情報システム
電子制御 etc
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～自動車産業を取り巻く環境と課題～

自動車産業の市場変化

途上国での人口増加
低コスト労働力

BRICsの経済発展
大量消費

大量生産
生活水準向上

石油高騰

高度情報化
IT技術の向上

Big3の低迷
品質改善

スモールカーの台頭

高齢化問題
労働力の減少

少子化
安全性の追求

高度情報化
IT技術の向上

新たな付加価値の創造

情報・エレクトロニクス
高度道路情報システム

センサー・ECU

安全・快適

日 欧 北 米

新興国

バイオ燃料
電気エネルギー
水素エネルギー
etc

ハイブリッド車
電気自動車
燃料電池車
etc

半導体
高精細ディスプレイ
大容量情報システム
電子制御 etc

世界共通の課題

環境問題
地球温暖化

CO2削減

エネルギー問題
資源枯渇

代替エネルギー
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～自動車産業を取り巻く環境と課題～

自動車生産台数

0
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日本 北米 欧州 アジア 中国 その他 日系メーカー生産台数
＊（日本自動車工業会データ、FOURINデータより推定・作成）

（千台/年） 世界自動車生産台数世界自動車生産台数

(         )

アジア

日系メーカー生
産台数

中国

景気減速の一方でBRICsの台頭、途
上国の経済発展により生産は拡大の
傾向
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～自動車産業を取り巻く環境と課題～

自動車産業の変革期

素材の変革期
炭素繊維・樹脂など

電子機器の増加
半導体・ECUなど

次世代パワー
トレイン

非石油系素材軽量化対応

情報・エレクトロニクス
高度交通情報システム
電子制御・センサー etc

環境・エネルギー問題
CO2削減

代替エネルギー etc

安全・快適
プリクラッシュセーフティーシステム

リラックス・心地よさ etc

東レの先端材料・技術で貢献東レの先端材料・技術で貢献

カーエレクトロニ
クス

システムの変革期
HEV・PHV・EV・FCVなど
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目次

• 東レグループと自動車産業との関わり

• 自動車産業を取り巻く環境と課題

• 自動車事業拡大戦略について
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軽量化対応： ルーフ、フード、準構造材等

次世代パワートレイン： モーター・２次電池等

非石油系素材： 内装材等

カーエレクトロニクス： ディスプレイ、電子部品、
センサー類、半導体等

自動車産業の課題

高分子化学有機合成化学

バイオケミストリー

ナノテクノロジー

材料融合
繊維・樹脂・フィルム・炭素繊維
複合材料等の素材融合

先端材料・技術
ナノテク革新素材
環境低負荷材料
半導体・回路革新材料次
世代ディスプレイ
ナノ制御構造
ナノファブリケーション
ポリマー新素材
グリーンケミストリー等

東レのイノベーション東レのイノベーション

～自動車事業拡大戦略について～

自動車事業拡大の為の重点アイテム

安全・快適

環境・エネルギー

情報・
エレクトロニクス化
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◆パワートレインの多様化◆パワートレインの多様化 ◆非石油系素材の使用拡大◆非石油系素材の使用拡大◆軽量化の推進◆軽量化の推進

自動車産業の動向

メーカー プロジェクト 目　標　値

トヨタ Mass 2011年迄に重量▲10%

Innovation （中型セダン前提）

ホンダ 車種ごとに 重量目標明示無し

対応 （2010年までにCO２▲10%）

日産 ビジョン2015 2015年迄に重量▲15%

（平均重量）

三菱 ＣＬＷ３０ 2010年迄に重量▲30%

自動車メーカーの軽量化プロジェクト

軽量化プロジェクトを設定し、ハイテン、
アルミ、樹脂、炭素繊維複合材料などの
軽量素材の使用拡大を検討中

東レの戦略と対応素材・技術

○ナノアロイによる高性能樹脂の開発推進
○炭素繊維複合材料の適用拡大
○樹脂と炭素繊維複合材料の融合

■樹脂製衝撃吸収部材
（衝撃吸収ナノアロイ）

■ＣＦＲＰ外板・構造体
（ＲＴＭ・ＦＷ成形技術）

■準構造材
（熱可塑ＣＦＲＰ・
新規高剛性樹脂）

■フェンダーなど外装
（新規ナノアロイ樹脂）

◆カーエレクトロニクス◆カーエレクトロニクス

～自動車事業拡大戦略について～

自動車産業の変革と東レの対応
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自動車産業の動向 東レの戦略と対応素材・技術

○クリーンディーゼル、代替燃料、HV、
プラグインHV、電気、燃料電池など
様々なアプローチでの開発が進行
○ただし、パワーモジュール、モーター、
二次電池などのHV基幹技術は全ての
アプローチに応用可能

代替燃料ＨＶ

ＣＮＧ

合成燃料

バイオ燃料

ＥＶ

ＦＣＨＶ

代替燃料 ディーゼル

ディーゼルＨＶ

ＤＰＮＲ

コモンレールＤＩ

ガソリン 電気

可変吸気

リーンバーン

ＨＶ

プラグインＨＶ

究極のエコカー

○モーター、二次電池、パワーモジュール、
などＨＶ・EV基幹部品向け材料の展開
○燃料電池部材の拡大

■燃料電池
水素タンク、電極基材
（炭素繊維複合材料）

■二次電池
セパレータ（耐熱フィルム）
ケース、プレート（PPS樹脂）

■モーター
インシュレーター
（PPS樹脂、

PET・PPSフィルム）

■パワーモジュール
コンデンサー（PPフィルム）
ケース、インバーター（PPS樹脂）

～自動車事業拡大戦略について～

自動車産業の変革と東レの対応

◆パワートレインの多様化◆パワートレインの多様化 ◆非石油系素材の使用拡大◆非石油系素材の使用拡大◆軽量化の推進◆軽量化の推進
◆カーエレクトロニクス◆カーエレクトロニクス

■自動車共通の課題
車体軽量化
（炭素繊維複合材料・樹脂）
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自動車産業の動向 東レの戦略と対応素材・技術

カーシート表皮
（ＦＹ加工糸）

スペアタイヤカバー・トリム
（ケナフ/ＰＬＡ－ＳＦボード）

ヘッドレスト基材
（ＳＦ積層体）

シートクッション材
（ＳＦ積層体）

内外装用樹脂・加飾フィルム
（ナノアロイ、植物繊維強化）

オプションマット
（ＢＣＦ＋ＰＬＡ不織布）

○非石油系繊維、樹脂、フィルムの総合力
で内外装系材料の適用拡大
○ナノテクノロジーや新規加工法などの
先端技術で課題である特性の向上を推進

スペアタイヤカバー

オプションマット

トヨタでの実績

～自動車事業拡大戦略について～

自動車産業の変革と東レの対応

◆パワートレインの多様化◆パワートレインの多様化 ◆非石油系素材の使用拡大◆非石油系素材の使用拡大◆軽量化の推進◆軽量化の推進
◆カーエレクトロニクス◆カーエレクトロニクス

○トヨタが非石油系材料を用いた部品を
一部で立ち上げ済み
○他メーカーも開発を推進中
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～自動車事業拡大戦略について～

自動車産業の変革と東レの対応

◆パワートレインの多様化◆パワートレインの多様化 ◆非石油系素材の使用拡大◆非石油系素材の使用拡大◆軽量化の推進◆軽量化の推進
◆カーエレクトロニクス◆カーエレクトロニクス

自動車産業の動向

○カーナビ・大容量情報通信など快適性
向上、ＡＢＳ、ブレーキアシスト、ミリ波
レーダーなど安全性向上を目指したカー
エレクトロニクスの多用化
○スロットル制御、エンジン制御、HEV、

EV、FCVに対応したカーエレクトロニク
スの進展

東レの戦略と対応素材・技術

IT分野で培われた、ディスプレイ関連・半導体関
連・電子回路材・高機能フィルムなど先端材料・技
術の自動車用途への適用拡大

■液晶メーター、カーナビゲーションなど
車載ディスプレイ

（カラーフィルター、
有機EL関連材料など）

■大容量情報通信
（プラスチック光ファイバー）

■各種センサー、半導体関連
（高機能樹脂、次世代レジスト、
半導体実装回路基盤など）
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マーケ企画室
経営企画室

繊維

樹脂・ケミ

フィルム 複合材料

自動車材料戦略推進室

電情材

技術センター

東レG
関係会社

＊拡販戦略・企画・部門間投資の策定

自動車メーカー・部品メーカー

■東レＧの代表窓口
■自らお客様と接触、情報収集
■新規開発テーマ、ニーズ探索

ルーチンワークルーチンワーク

自動車材料戦略推進会議自動車材料戦略推進会議

＋

顧客の顧客・
周辺情報獲得

＋
顧客の顧客・
周辺情報獲得

＊全体最適化・情報一元化
＊各開発テーマのバックアップ

■東レＧの総合力でSolution提案

～自動車事業拡大戦略について～

自動車材料戦略推進室について
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自動車産業の変革期への対応

先端材料技術
高分子設計
ナノテク・アロイ

ファインケミカル技術

製品設計支援
CAE解析技術
分析評価技術

信頼性・耐久性評価

先端加工技術
繊維，フィルム高次加工

樹脂成形加工
コンポジット革新成形

接合技術

ターゲットの共有

共同設計・素材検討

共同評価

自動車材料戦略推進室

オートモーティブセンターオートモーティブセンター

総合力での対応
総
合
力
に
よ
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
創
造

各事業部
（繊維・樹脂・フィルム・複材・電情材他）

各関連技術部署
（繊維・樹脂・フィルム・複材・電情材他）

東レグループ各会社
（TI、TRC、TEK、TDC、DCT等）

～自動車事業拡大戦略について～

自動車材料戦略推進室とオートモーティブセンター

お客様と一体となった開発
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◆高機能・高付加価値化による東レ保有材料の拡大。

◆他用途での実績材料や素材融合、先端材料・技術による環境・エネルギー、安全、

快適、カーエレクトロニクスに対応する新規アイテムの創出。

◆先端材料・先端技術を駆使した自動車産業の地球環境への貢献。

～自動車事業拡大戦略について～

自動車材料事業の拡大目標
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2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2010年度 2015年度

繊維 樹脂 複合材料 電情材・その他 新規アイテム

1,030億円
1,240億円

1,390億円 1,500億円

2,000億円

3,500億円

（億円）
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本資料中の業績予想、見通し及び事業計画

についての記述は、現時点における将来の

経済環境予想等の過程に基づいています。

本資料において当社の将来の業績を保証す

るものではありません。


